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平成 29 年度スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（ＳＰＨ） 

「ビジネス基礎」バス研修 生徒事前・事後アンケート報告 

 

１．アンケート調査について 

今回のバス研修を実施することによって、生徒の知識及び意識がどのくらい変わったか

を知るために、以下の事前及び事後のアンケート調査を行った。 

【 事前アンケート 】 

【 設問１ 】  以下のことがらについて、あなたが知っていることをすべて選び、番号を

回答欄に書いてください。[知識・理解] 

              ①  訪れる地域の簡単な地理や産業、歴史など 

  ②  ニセコに外国人観光客が多いこと、その理由 

              ③  空港にいる海外観光客の動向について（出身地、目的地、渡航目的） 

              ④  北海道の各地域が目指すＭＩＣＥとは何か 

 

【 設問２ 】  以下のことがらについて、あなたが知りたいと思っていることをすべて選

び、番号を回答欄に書いてください。[思考・判断・表現] 

              ①  訪れる地域の簡単な地理や産業、歴史など 

  ②  ニセコに外国人観光客が多いこと、その理由 

              ③  空港にいる海外観光客の動向について（出身地、目的地、渡航目的） 

              ④  北海道の各地域が目指すＭＩＣＥとは何か 

 

【 設問３ 】  以下の研修について、あなたが興味のあるものをすべて選び、番号を回答

欄に書いてください。[関心・意欲・態度] 

              ①  ニセコ方面講演  ②  ニセコ方面施設見学  ③  ニセコ方面学校訪問 

④  ニセコ方面質疑応答（英語で）  ⑤  千歳方面空港見学と講演 

⑥  千歳方面インタビュー（英語で）  ⑦  千歳方面ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ見学 

⑧  千歳方面ＭＩＣＥ概要説明 

 

【 設問４ 】  今回のバス研修について、あなたが期待していることは何ですか、あては

まるものをすべて選び、番号を回答欄に書いてください。[能力] 

              ①  講話を聴くことで、観光について知ることができる 

              ②  ＭＩＣＥ施設の見学及び講演を聞くことで、ＭＩＣＥについて知るこ

とができる 

              ③  空港やホテル・コンドミニアム等の施設見学をすることで、今後の取

組に生かす研修ができる 

              ④  外国人へのインタビューや英語で質問を受けることにより、外国語の

コミュニケーションの基礎がわかる 

              ⑤  ニセコ高校との交流をすることで、他校の取組がわかる 

 

【 設問５ 】  以下のことがらについて、あなたができることをすべて選び、番号を回答

欄に書いてください。[技能] 

              ①  講演をしっかりと聞く   ②  英語でインタビュー・質問を行う 

              ③  観光やＭＩＣＥの知識を理解する   ④  講師や他高生と交流する 

⑤  メモを取り研修内容をまとめる  ⑥  研修内容を他の人に発表する 

 

【 設問６ 】  今回のバス研修について、どのような印象を持っていますか、以下の空欄

に書いてください。 
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【 事後アンケート 】 

【 設問１ 】  以下のことがらについて、あなたが知っていること（今回理解できたこと

も含む）をすべて選び、番号を回答欄に書いてください。[知識・理解] 

              ①  訪れる地域の簡単な地理や産業、歴史など 

  ②  ニセコに外国人観光客が多いこと、その理由 

              ③  空港にいる海外観光客の動向について（出身地、目的地、渡航目的） 

              ④  北海道の各地域が目指すＭＩＣＥとは何か 

 

【 設問２ 】  以下の学んだことがらについて、あなたが今後の活動で活用できると思う

ことをすべて選び、番号を回答欄に書いてください。[思考・判断・表現] 

              ①  訪れる地域の簡単な地理や産業、歴史など 

  ②  ニセコに外国人観光客が多いこと、その理由 

              ③  空港にいる海外観光客の動向について（出身地、目的地、渡航目的） 

              ④  北海道の各地域が目指すＭＩＣＥとは何か 

 

【 設問３ 】  以下の研修について、あなたが興味を持って取り組めたものをすべて選

び、番号を回答欄に書いてください。[関心・意欲・態度] 

              ①  ニセコ方面講演  ②  ニセコ方面施設見学  ③  ニセコ方面学校訪問 

④  ニセコ方面質疑応答（英語で）  ⑤  千歳方面空港見学と講演 

⑥  千歳方面インタビュー（英語で）  ⑦  千歳方面ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ見学 

⑧  千歳方面ＭＩＣＥ概要説明 

 

【 設問４ 】  今回のバス研修について、あなた自身が身についたことは何ですか、あて

はまるものをすべて選び、番号を回答欄に書いてください。[能力] 

              ①  講話を聴くことで、観光について知ることができた 

              ②  ＭＩＣＥ施設の見学及び講演を聞くことで、ＭＩＣＥについて知るこ

とができた 

              ③  空港やホテル・コンドミニアム等の施設見学をすることで、今後の取

組に生かす研修ができた 

              ④  外国人へのインタビューや英語で質問を受けることにより、外国語の

コミュニケーションの基礎がわかった 

              ⑤  ニセコ高校との交流をすることで、他校の取組がわかった 

 

【 設問５ 】  以下のことがらについて、あなたができること（今回できるようになった

ものも含む）をすべて選び、番号を回答欄に書いてください。[技能] 

              ①  講演をしっかりと聞く   ②  英語でインタビュー・質問を行う 

              ③  観光やＭＩＣＥの知識を理解する   ④  講師や他高生と交流する 

⑤  メモを取り研修内容をまとめる  ⑥  研修内容を他の人に発表する 

 

【 設問６ 】  今回のバス研修についての感想・反省、身についたことなど、別紙の原稿

用紙に記入してください。 

 

２．アンケートの集計 

  アンケート項目については、事前及び事後での対比ができるようそれぞれの設問を対応

できる質問内容とした。集計は各項目に当てはまると回答した件数を合計し、その増減が

どのくらいあるかをまとめた。その結果が、次の表である。 
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い
て

く
だ

さ
い

。
[知

識
・

理
解

]

【
 設

問
２

 】
  

以
下

の
学

ん
だ

こ
と

が
ら

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
今

後
の

活
動

で
活

用
で

き
る

と
思

う
こ

と
を

す
べ

て
選

び
、

番
号

を
回

答
欄

に
書

い
て

く
だ

さ
い

。
[思

考
・

判
断

・
表

現
]

質
問

（
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

）
質

問
（
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

）

【 
設

問
３

 】
  
以

下
の

研
修

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
興

味
を

持
っ

て
取

り
組

め
た

も
の

を
す

べ
て

選
び

、
番

号
を

回
答

欄
に

書
い

て
く
だ

さ
い

。
[関

心
・意

欲
・態

度
]

【
 設

問
３

 】
  
以

下
の

研
修

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
興

味
の

あ
る

も
の

を
す

べ
て

選
び

、
番

号
を

回
答

欄
に

書
い

て
く
だ

さ
い

。
[関

心
・
意

欲
・
態

度
]

【 
設

問
５

 】
  
以

下
の

こ
と

が
ら

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
で

き
る

こ
と

（今
回

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
も

の
も

含
む

）を
す

べ
て

選
び

、
番

号
を

回
答

欄
に

書
い

て
く
だ

さ
い

。
[技

能
]

【
 設

問
５

 】
  

以
下

の
こ

と
が

ら
に

つ
い

て
、

あ
な

た
が

で
き

る
こ

と
を

す
べ

て
選

び
、

番
号

を
回

答
欄

に
書

い
て

く
だ

さ
い

。
[技

能
]

【 
設

問
４

 】
  
今

回
の

バ
ス

研
修

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
期

待
し

て
い

る
こ

と
は

何
で

す
か

、
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

選
び

、
番

号
を

回
答

欄
に

書
い

て
く
だ

さ
い

。
【 

設
問

４
 】

  
今

回
の

バ
ス

研
修

に
つ

い
て

、
あ

な
た

自
身

が
身

に
つ

い
た

こ
と

は
何

で
す

か
、

あ
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
選

び
、

番
号

を
回

答
欄

に
書

い
て

く
だ

さ
い

。
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３．アンケート結果の分析 

（１）設問１ － 知識・理解 

    今回の目的の一つでもあった観光・ 

ＭＩＣＥについての基礎的・基本的な

知 識を習得することについては、多く

の生徒が得られたと回答している。項

目を見ると、特にＭＩＣＥの知識につ

いては多くの生徒が理解することがで

きたと感じているようである。 
 

（２）設問２ － 思考・判断・表現 

    知りたいと思っていたことが、今後の活動に活かすことができるかを聞いたところ、

ほぼ同数である結果となった。ちなみに各項目を見ると。「空港にいる観光客の動向に

ついて」の設問が減少しているが、今回の研修では、調査中に外国人が少なく、多くの

生徒がインタビューできなかったことに起因していると考えられる。 
 

（３）設問３ － 関心・意欲・態度 

    興味の持てたものは何かを聞いたところ、ニセコ方面では「講演」の興味関心が高く、

「質疑応答（英語での）」が低い回答であった。多くの生徒が英語での質問を準備して

いたものの時間の関係上、質問ができなかったことに起因していると考えられる。 

    千歳方面でも、生徒の活動である「インタビュー」の興味関心が高く、「コンベンソ

ンセンターの見学」の興味関心は低くなってしまった。 

この２つの結果から、生徒たちは自ら活動の機会に興味関心があるようである。 
 

（４）設問４ － 能力（身についたこと） 

    上記の（１）～（３）の分析を追随するような結果である。「講話」などから「観光・

ＭＩＣＥの知識」を得ることについては、生徒たちも身についたと感じているが、「外

国人のインタビュー」については、実施することができなかった生徒が多くいたため、

大幅に低くなってしまった。 
 

（５）設問５ － 技能 

    自分たちの反省として、「講演をしっかりと聞く」、「知識を理解する」、「メモを取

り研修内容をまとめる」の項目については、高い回答であった。しかし、代表者のみ報

告会にて実施した「発表する」については低い回答になってしまった。 

項  目 事前 事後 

① 知識・理解 239 531 

② 思考・判断・表現 470 454 

③１ 関心・意欲・態度 [ニセコ] 238 216 

③２ 関心・意欲・態度 [千  歳] 284 280 

④ 能力 470 532 

⑤ 技能 706 687 

横ばい 

能力の向上 

若干の減少 
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４．生徒の感想から 

  事後アンケートの感想・反省の抜粋である。この文面から見ても、意欲的に今回の活動

を取り組むことができたことがうかがえる。 

外国人と関わることで、英語や日本人とは違う感覚を味わえた。 

質問はあまりできなかったが、しっかりと話を聞きメモをとり、行動することができた。 

ニセコ独自の地形を利用した集客や、外国人にとって居心地の良い環境にするための工夫を学べた。 

ニセコの魅力やコンドミニアムのことなど、沢山のことを学ぶことができた。 

ポールさんの言葉、行動から学べるものがたくさんありました。 

色々なことを学べた。これからの将来についてより深く、詳しく考えていきたい。 

ニセコが有名な観光地になるまでの努力を参考に、人とのつながりを大切にしていきたい。 

ニセコで学んだことは、今後参考になると思うので、忘れずに活かしていきた。 

ニセコがなぜ、ここまで外国人観光客が集まるのかを知る良い機会でした。 

覚えていることは、ポールさんの講演くらいです。 

次々に出てくる課題をこなさないと、最初の目標が達成できないことを学んだと思います。 

英文の質問をしなかったのは残念。人を思う気持ち、おもてなしの心、そういう心を持って生きたい。 

ニセコ以外のＭＩＣＥを知りたいと思った。 

マナー、言葉遣い、態度に気を付けて、これからの生活に活かしていけたらいいなと思いました。 

お客様目線で考えることで、お客様が楽しく快適に過ごすことができるのだとわかりました。 

世界一の雪といわれているところでスキーをしてみたいと思いました。 

冬は外国語がとびかう都市という印象で、異文化理解がとても重要になっていると思いました。 

他国の人との交流をすごく大切にしている町だと知った。 

施設見学を通して、外国人がどのようにしたら観光に来てくれるのかがわかったので、この知識を役立てたい。 

大人になってちゃんと自立して余裕のある生活を送るためにも頑張りたい。 

色々な人の目線に立ち物事を考え、人の気持ちを理解することが大切だと思いました。 

ポールさんの講演とニセコ高校の講演では、少し違った視点で聞くことができました。 

準備は自分から積極的に動けるようにしたいです。（アーチェリー） 

実際に行ってみないとわからないことをたくさん学びました。 

ニセコ高校の人との交流で、実践することの大切さを知りました。 

知らなかったニセコのことをよく知ることができ、他のクラスのニセコ高校チームの人とも仲良くなれた。 
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今回学んだ「発想」と「思考」で何かできると思います。 

初めて知った部分が多く関心を深めることができました。 

外国人労働者が多く、本当にグローバル化が進んでいたのも実感したし、英語が大事だと思った。 

自然がいっぱいで居心地のよい空間がすごくいいと思いました。 

施設見学では、写真を連写したのが全部ブレてしまいました。それ位、興奮していました。 

どうしたらお客さんがゆっくり楽しんで過ごせるか考えられて作られている。 

講演を聞くだけでなく、クラスの人との交流を重ねてクラスの中も深まった。 

とても貴重な経験をすることができた。学んだことをしっかり記憶して今後の生活に活かしていきたい。 

大変なことは沢山あると思うけど、楽しそうな場所だと思い、働いてみたいなと思いました。 

田んぼばかりの風景からコンドミニアムのある風景への変化は、ニセコの変わり様を表していると思いました。 

ニセコでの取り組みを参考に、札幌でも外国人観光客に対して、どのようなことを行っていけばよいかを、周りの人た

ちと話し合いたい。 

スーパー日本人になって沢山の人に日本の文化を少しずつ伝えていきたいと思います。 

 

４．アンケート結果から 

  今回の研修の目標を私たちは「地域の良さや課題を深く知る「顧客満足実現能力」の育

成」と捉え、以下の３つの具体的な目的を考えた。 
 

１．これから行われる本校の観光・ＭＩＣＥの学習に生かす。 

２．今後の観光プランの作成やＭＩＣＥビジネスにおけるイベントプランの作成に生

かす。 

３．コミュニケーションの基本や積極性を身に付ける。 
   

生徒のアンケートからは、今後の活動に利用することができる観光・ＭＩＣＥの基礎的・

基本的な知識の理解ができたと回答している。また、コンドミニアムの見学等からは、生

徒が今まで知ることができなかった新たな顧客層の存在について理解することができたと

回答している。地域の良さや課題、新たな顧客の存在を知る点においては、今回の目標は

達成することができたと考えられる。 

  しかし、それは、顧客満足実現能力の育成の第一歩でしかない。知ることができた新た

な顧客に対して、どのような満足を提供することができるのか、今後の活動から生徒に対

し、深く考える機会を作りたいと考えている。 

また、生徒自身の活動については、もう少し生徒の活動の時間に余裕が出るプログラム

にする必要があったと感じている。積極性を身に付けるまでには至らなかったように感じ

てはいるが、生徒の作文を見ると「いろいろな活動を積極的に行ってみたい」との意欲的

な感想を述べる生徒が多くいた。まさに、知識だけではなく活動を生徒は求めているのか

と感じている。教員側でボーダーを作るのではなく、意欲的な生徒に対し、様々なメニュ

ーを提示する必要を痛感する今回の取組であった。 


